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宍粟郡安富中事校 建 音E 恵 潤

西播の一隅にか〈れてヲぞの生涯を博物事の研究にき、げfこ故大上宇一先生が逝去されて早既に

10年の年月が経過しに。私は昭和10年 8 月初めて先生を訪ねて御毅示を仰い打者であるが，先生の
逝去を知って以来ヲ郷土先売の業績顕彰の念願を持っていfこが，今回嗣子又夫氏の御好意により業
績調査を開始する運びとなっTこ。凶lち去る 2 月13日待保郡新宮中皐校教官杉田隆三，小谷薫爾氏の
伺1脇カによって第一回の調査を行った。奔見しに遺品の中に「寄書雑誌誌J e題する字紙21枚鞍ち
の寄稿論文目録があっTこ。表紙裏には指導を受けfこ撃者ラ標本交換を行つに撃友の氏名及交渉開始
年時，裳琵杭の内側には探集地主採集年時が書かれである Q 今回これをか、げて調査第一回の報告

とする。これら雑誌の中じは得難トものが多< - ，叉遺品中すでに散失してゐるものもあるやに思わ

れるから，御所競，所在街l知みの方は何卒御報知の努を給らんことを切望する弐第である。

( 1 ) 東洋奇術新報東洋紅夜行

3競〔明治23.9)一一揖病速治法に就て答ふ ω

醤油のカビを防ぐ法に就て，毛虫を防ぐ法に就

て，避姫法の答，毛虫の毒に就て間ふ。

6 続仁明治23.12)一一腹に噛れたる即効薬
8競( 明治24.2)ー『ー煉珊瑚珠製造の答。

9競( 明治24.3)一一枕紅を治法に答ふ。
10競( 明治24.4)一一煙草中のニコチン除法書
11競仁明治24.5)一一ー寝言の治法に容ふ，血液

清浮法め答，健志治法の答。

(2) 産業時論仏東京小石川直椅ヶ谷町産
業時論社夜行

21披「明治24.9)一一一見の害を防ぐ注，竹林の
肥料に答ふラ街の虫害援防法，桑買の髄虫法，

需要軍の肥料，大喜容の原肥料，大要一段歩に 3石
のJ j 女獲法，大変を毎年同地に栽るに種を嬰る可
否。

22披( 明治24.9) ←一一里芋の貯戴主主， 年み問
所に栽るべからざる作物，酢製遣法‘禁石毒7象
防法，牧草の良種。

CFeb. 20. 1949) 

23競 (24.10)一一開懇地の樹根断法，綿 t煙
草に就てヲ風信( 播磨の〉。

25競( 明治2 4 . 1 1 ) -播磨図通信( 強風) 兵庫
牒の萎縮稲，兵庫! 孫地質修亘陳情主旨。

26競( 明治2 4 . 1 1 ) -甘露子の作法，瑚味樹，
非物藍出法，甘藷J t - j 戴法，陰地の作物。

27競( 明治2 4 . 1 2 ) -甘藷及大根に苦味の原
因，北越の冬仕事，春鋤を冬鋤の利害。
お鏡仁明治24.12)一一ー括犠不生法，腹を除〈

法，牧場の鹿買を除〈法， 111に行って競買の寄
附かぬ法，ヌカダ= 衣服l二多〈附fこる時，ダユ
の噛附? こるに，雪謄虫を防ぐ法。

( 3 )  日本農業親誌博文館護行

1競( 明治25. 1 ) 一一各種茨の分析，風害後の
桑芽，流動物の比重，搭磨遁j言ω

2競( 明治25.1 ) 一一一人客動物腫除法，桐下

3蹴ぐ明治25.2)一一瓜惇薯よち澱粉を製す
る訟，簡伺なる葛の製お法ヲ烏瓜色葛の比較。

4 競 f明治25.2)一一芋果の害虫駆除法，萎の
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乾燥悪きは蛾に化する理由，大根の茎の立つ理

由，杉首仕立法。

5鵠( 明治25.3)一- 人等動物騒除法，尺蟻虫
の生棲の件，尺蜂虫髄除法，小。烏の害を防ぐ法，

粟栽培法，播磨遇{ 言。

6競仁明治25.3)一一一除草，風打の方法，紫雲
英の件。

9競仁明治25.5)一一人客動物騒除法，粘土砂
土に就て，古俵の害少き理由，外関へ輸出の穀

繍統計に就て，苗代の回螺駆除及橡防法，米の

揖減に就て，降雨宿に害を及ぼす時期，姿の分

析，書雇用の植物に就てQ

21撹〈明治25.11)一一ー種子褒芽カ保存年限
賓鞍，播磨遇信。

22読( 明治25.11)-萎縮稲の原因に就て，
植物客動物騎除法。

24競( 明治25.12)一一甘柿の瀧柿に費ちたる
を復す法，石茨施用法に就て，難卵の少きを産

し? こる理由，農業雑誌の種類。

2巻 1競( 明治26.1 ) 一一害動物騒除法，植物
害動物駆除法。

3競( 明治26.2)ー. . プリキ細工をなす器具と
薬品， < ろぽこ質の野に適する作物。

6競〔明治26.3)一一植物病理 C甘露の設)
10競( 明治25.5)一一農家野菜の効用，ポスグ 9競〈明治26.5)一一本草網目の代償に答ふ，

F 植物， 7](蛭極除法，土質鑑別法，蚕桑の方言，卜植物分類科名主1 .2の種類，昆虫詳細の書，植物
良桑の方言，地質組にして黒土浅く且つ乾燥せ

る地に遁する桑。
11読( 明治25.6)一一ー百合栽帯法，尾長鶏，難

糞肥料ヲ糞利用法，竹根の田畑へ入るを防ぐ法，

柿の毎年結果する法，水間の蛙を除¥ ，駈朗!の

駆除法，椎章作り方，肥査の石1 J ( 叩の件。

12競 ( 加25.6)ー植物害動物騒除法。
13競( 明治25.7)ムー笥の皮の利用法，笥を貯

ふる法，苗代の妊害を防ぐ法，晴雨計に就て，

搭磨通信。

14競( 明治25.7)一一農科大挙半生八道君に質
す，家蓄人類血授受配の結果に就て，葎草，ま

つばうぎの栽士宮法，続柑の皮の利用法，牛のこ

し病，馬鈴薯害虫の件，日本及支那の柑橘類，

植物分類科目の件。

15競明治25.8一一委の黒奴の件，桑芽の内四
五本枯死する件，苗代の水草の件，踊牛卵子の

件，桑i斡に虫糞の理由，スギナの害を防ぐ法，

主主義有害の件，菊地震の質問に答ふ。

16 ( 控明治25.8)ーーー植物客動物騒除法，梨の
徴菌。

皐研究に尤も遁雷の書類 Q

10披( 明治26.5)一一土壌の分析法に就て。
11説( 明治26.6)一一植物病理( 桑樹萎縮病に

就て)

13競( 明治26.7)一一牛疫と農界。
14皆、明治26.7)一一一作物害菌E気象の関係に

就て，掠i閣の培養法及び其利得，内地の動植雨
雑誌の議刊所，柿果等の結賓隔年なるに就て，

植物分科と1 .2の種類，草石蚕の件。
17競( 明治26.9)一一人霜降雨法に就て。
18読( 明治26.9)一一稲種子，7K撰の起源に就

て。

19読ぐ明治26.10)一一竹の結賓の件。
20読( 明治26，10)-一一持して飢年に天然の食

物あるか，関東のー水平手君の厚意に謝す。

22競( 明治26.11 ) - 持して飢年に天然の食
物あるか，関東の-7K芥君の答に答ふ。
24披( 明治26.12)-持して飢年に天黙の食

物ありやQ

3巻 2競( 明治27.2)一一好虫の活用ぐ淡食子，
ナラの餅)

17披( 明治25.9)一一一植物害動物掘除法。
19競( 明治25.10)津野先生に教を乞ふ。

3競( 明治27.3)一一持虫の活用ぐナラカザ，
卵形蝕，カナギ持虫，ネコアシ，支のワタ，ツ
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ケの蝕。)

4披仁明治27.4 ) 一一生J f ! R の活用ぐツツジの銑
イヌノチンボ τ トスベリ )0

5競( 明治27.5)ーー各地有主主植物名稿。
6競( 明治27.6)一一吋虫の活用( 蚊子樹マン

ナラ紫錫1)，，)

71競( 明治27.7)一一ヲミ蚕飼育の植物に就てQ
8競ぐ明治27.8)一一植物客菌色気象の関係。
10説ぐ明治27.10)一一?3守菌の中毒注意。
11披イ明治27.11 ) 一一稲類の歴史lミ就てQ
4巻 1競( 明治28.1 } - - ，ナー泊英蘭の真慌に就

守て，日本農業新誌の改吐を，) 現す Q

2競( 明治28.1 ) 一一大豆作の生理に就て。
(4) 地欝臨東 京

44競( 明治25.8)一一播磨洪水報知。
45読ぐ明治25，9 ) 一一播磨洪水報知后報よ
47競( 明治25. 1 1 ) - 各歯雷鳴¢比準。
48競仁明ti'i25.12)--if:l.馬の隈石，薩摩の伊、

石に就て。

50誠仁明治26.2)一一山崎町附近の地形。
51競仁明治26.2)一一 2月19日中閣の地震に就

て。

61競( 明治27. 1 ) 一一揖津菌第三紀の2.30

71撹( 明治27.11)一一土駁時の答( 高師小信)
73競( 明治28.1)一一化石の方言。ー
74競( 明治28.2)一一地方通信( 小{ 弗石生層の

燐茨石，中園冬亭〉

75競ぐ明治28.3)一一一化石の古名Q

76競( 明治28. 4 ) 一一古書に記しfこる化石名。
77競ど明治28.5)一一播磨地方の濠布の地質。
78披( 明治28.6)一一第囲内博見回録Q
92蹴( 明治29.8)一一日の最の雨兆をなちし比

例。

93競( 明治29.9)一一一月の最の雨兆主なちし比
例。、

95競( 明治29.11)-中関偲諺気象の2.3Q
( 5 ) 京都家禽新報京 都
39競( 明治30. 4 ) 一一草花雑組。
40競( 明治30.5)，一向上。
41競( 明治30.6)ー一難類の動物質食物一
42競( 明治30.1 " -草花雑組。
43蹴( 明治30.8)一一向上Q
(6) 農業雑誌東京
452競( 明治25. 7 ) 一一蓄牛の7こめ。
( 1、農民の友
30競( 明治25.')一一菩牛のため。
(8) 機の友東京機友社蛮行

17競( 明治26.2)一一播磨園獄「言。
18撹( 明治26.3)一一狸の捕獲法に就て。
19競( 明治26. 4 ) ーーー播磨の釣餌ー班。
21競( 明治26.6)一一『薬師，強士の狸絡設の質

問に答ふ Q

( 9 ) 植物事雑誌敬業社褒行、105披( 明治28.11 ) - 播磨よりの植物通信。
叫 114競( 明治29.8)一一向上。
133競( 明治31.3)一一播磨遇l言。
232競、明治39.5)一一中閣の植物に就いてQ…………………………  

編集後記
，6 . 皆様の御協力によりまして物慣高の今日』ても抱らず
第 3 放を曲事主きりするととが回来? とととを喜びたい o
A 瀧理撃博士，三木Jlf!皐博士及び藤田署皐博士は御多
忙の庭，特Uて本曾のために玉稿を御寄せ下ざいまし
た，曾員諸民tて代り I亨〈御量豊中し上げたい。

，6 . 叉本被刊行'.[c 1 ! i り，王子建築株式曾枇社長曾我熊太
郎兵はミド曾ヨコ主旨Uて賛同され多大の御支援を得た，
ために諸氏氏本誌を御分けするととが[11*ました，
告手放の御好意，" ( 重ねて感謝したい。
A 者1¥合によりまして本務より，高岡印刷所代於て刊行

するととUて致しました，貨は舎の曾計が貧弱であり
ますので 1時中止をせねぽならぬかと心配して居り

主り
全く王IJ盆を度外視して事問のためK 出版して戴きま
した，曾員言者 Eえと美代厚〈御麓申し上げたい。

ムヲて援は夏休み前代委行したいと存ピますが，何時も
赤字演きで因って居りますから舎費未納の方は速に
御送金願い皮し、。次続! ま 6 月上旬原稿締切， 7 月中
旬婆行1 ) 濠定でありまナから多数御投稿下ざいまナ
様切望致しまナ。
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